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2022  
 (2020.6.28)



13:00-13:30 Zoom  
13:30-13:40     
13:40-14:40 1  
14:40-15:00  
15:00-16:00 2 6  
16:00-16:10  
16:10-17:10 3 6  
17:10-17:30  
17:30 ~   

 Hades



2022

1  2019 6 16 4 Book II. Odyssey initial  style

2  2019 8 25 1  Book I. Telemachia initial  style

3  2019 10 20 2  Book I. Telemachia initial  style

4  2019 12 22 3  Book I. Telemachia initial  style

5  2020 2 9  5 Book II. Odyssey initial  style

6  2019 4 26 1 5  Book II. Odyssey initial  style

7  2020 6 28 6 Book II. Odyssey initial  style

8  2020 8 23 7 Book II. Odyssey initial  style

9  2020 10 8 Book II. Odyssey initial  style

10  2020 12 9  Book II. Odyssey initial  style

11  2021 2 10 Book II. Odyssey initial  style

12  2021 4 11 Book II. Odyssey

13  2021 6 12 Book II. Odyssey

14  2021 8 13 Book II. Odyssey

15  2021 10 14 Book II. Odyssey

16  2021 12 15 Book III. Nostos

17  2022 2 16 Book III. Nostos

18  2022 4 17 Book III. Nostos

19  2022 6 16 18 Book III. Nostos



© 三月うさぎ（兄）さん @march_hare_bro ©オクスタ製文さん @oksta7

©きのさん@keni_keno©トマトが主食のかぼちゃさん@sleepmyrtle

yoshimo maiさん @yoshino314

月と牧人ひつじを@melacavobene
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第1挿話の復習



第2挿話の復習



第2挿話の復習

第3挿話の復習



第4挿話の復習



第5挿話の復習



U-Y . 

1  



  
  U-Y . 

2  



靴 足 口 歯 洟耳

海

犬 男

砂

女

死 産 詩 巴

馬馬

貝波

韻

風

目

浜 潮

鴎 鳩

触 汚

臍

溺

神

浜

U-Y . 

3  



金 猶 緩 庭 妻鐘

猫

乳 環

食

血

陽 絵 会 出

尻牛

臓肉

魂

糞

朝

便 紙

肥 秘

鍵 失

夫

閨

隠

読

. U-Y . 

4  



性 馬 猫 薬 浴聖

郵

香 植

花

水

式 棒 車 煙

歩酔

茶喪

喫

東

紙

屍 温

帽 光

石 賭

歌

体

沈

浮

U-Y . 
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揺 埋 腐 流回

肉

馬 犬

骨

蹄

列 噂 車 食

鼠牛

土血

父

体

屠

臓 心

蛆 花

黒 帽

交

雨

草

爪

解

U-Y . 

 



第６挿話 会葬馬車のルート



13:00-13:30　準備：Zoomの練習・操作案内 

13:30-13:40　挨拶    

13:40-14:40　第1部：主催者トーク 

14:40-15:00　休憩　　　　　 

15:00-16:00　第2部：第6挿話の「言葉の地図」作成／ディスカッション 

16:00-16:10　休憩 

16:10-17:10　第3部：第6挿話の「テーマパネル」作成 

17:10-17:30　挨拶・次回について 

17:30 ~ 　　  オンライン懇親会

第６挿話 Hades



　登場人物：スティーヴン・デダラス、バック・マリガン、 
　ヘインズ、ミルク売りの老婆 
　 
　①「マーテロ塔」の位置と構造 
　②登場人物たちのあだ名について 
　③登場人物たちのポケットには何が入っている？ 
　④大いなる海と大いなる母―母の死と溺死の関係 
　⑤「アイルランド芸術の象徴」としての「僕のひび割れた鏡」 
　⑥ミルク売りの老婆とアイルランド性 
　⑦ヘインズと大英帝国（植民地主義） 
　⑧鍵の所収者と家賃問題 
　⑨男たちの朝食と紅茶 
　⑩シェイクスピアと『ハムレット』 

Book I 

第2挿話（ネストール）
登場人物：スティーヴン・デダラス、コクラン、アームストロング、　
コミン、タルボット、シリル・サージェント、ギャレット・ディージー  

①「歴史とはぼくが目覚めようとしている悪夢」とは？ 
②直線的な歴史観と明白なる運命 
③「虚ろなもの」（貝、窓、湾）が意味するものは？ 
④ドーキーと富裕層、アングロ・アイリッシュについて 
⑤アリストテレスの哲学と可能態 
⑥狐のなぞなぞ 
⑦反ユダヤ主義とディージー校長のなぞなぞ 
⑧馬と牛の口蹄疫とアイルランド経済 
⑨お金、給料、借金 
⑩教える者と学ぶ者

第3挿話（プロテウス）
　登場人物：スティーヴン・デダラス、浜辺を歩く二人の老婆、 
　犬(“Tatters”)を連れた男と女、犬の死骸  

①スティーヴンが実践するバークリーの観念論 
②サンディマウントとはどんな場所？ 
③「順次」と「並列態」の具体例は？ 
④海神プロテウスをつかまえる方法 
⑤二人の老婆、ジプシー風の男と女、二匹の犬 
⑥なぜジョイスは浜辺で死んでいる犬を描いたのか 
⑦「誰が話している？」―グールディング家内の会話 
⑧「こけ犬わんちゃん(dogsbody)」と犬の死体(dog's body)の関係 
⑨墜落と帰還―スティーヴンのパリの記憶 
⑩詩作と鼻くそ―スティーヴンの創造行為

第1挿話（テレマコス）



　登場人物：リアポウルド・ブルーム、黒猫、モリー・ブルーム、　 
　ドルーガック肉店の主、ミリー・ブルーム、ブレイゼズ・ボイラン 
　 
①二つの太陽を覆う雲 
②誰が何を食べている？―人間と動物の食生活 
③ブルーム家の猫の謎 
④ドルーガック肉店とユダヤ的なるもの 
⑤「手紙は誰に？」―モリーとボイラン、ミリーとバノン 
⑥「会者定離輪廻」(Metempsychosis)という鍵語 
⑦ブルームの帽子と鍵 
⑧ホメリック・パラレル―カリュプソーと「ニンフの沐浴」 
⑨ブルームの子どもたち―娘ミリーとルーディ 
⑩第4挿話にはなぜ排泄物が描かれるのか？ 

　登場人物：レオポルド・ブルーム、マーサ・クリフォード、     
    C・P・マッコイ、スウィニー薬局の主、バンタム・ライアンズ 

①ホメリック・パラレル―食蓮人と麻痺 
②この街ではいつも誰かが見ているかもしれない―窃視症と窃視不安 
③ヘンリー・フラワーとマーサ・クリフォードのエロティックな文通 
④第５挿話に隠れた花を見つけ出す 
⑤読みまくるブルーム―手紙、新聞記事、広告 
⑥父ルドルフ・ヴィラークの死 
⑦ブルームの性的不安 
⑧教会とミサ（告解と改悛） 
⑨きれい好きのブルーム―スウィニー薬局の石鹸と温水浴場 
⑩ジョイスの間違いは間違わない―バンタム・ライアンズの勘違い

第5挿話（食蓮人たち）

第4挿話（カリュプソー）

Book II 

第6挿話（ハーデス）
登場人物：ディグナム、①レオポルド・ブルーム、②マーティン・カニンガム、③ジャック・
パワー、④サイモン・デダラス、ブレイゼズ・ボイラン、ルーベン・J・ドッド、⑤トーマス・
カーナン、⑥ネッド・ランバート、⑦ジョー・ハインズ、⑧コーニー・ケラハー、⑨ジョン・
ヘンリー・メントン、コフィ神父、侍祭、⑩ディグナムの長男、⑪義理の弟、⑫ジョン・オコ
ンネル、⑬マッキントッシュ、（マッコイ）、墓掘人たち 

①葬列の伝統と会葬馬車によるダブリンツアー 
②登場人物の急増＋ダブリンの（名無しの）働く人々と動物 
③ガラス／窓の向こうから見つめる目 
④ダブリン市民のあいだの反ユダヤ主義 
⑤様々な話のモード―罵声、ジョーク、噂話、ひそひそ話 
⑥早すぎる息子の死と父ルドルフの服毒死 
⑦早すぎる埋葬とブルームの死をめぐる奇想：地面・地下への下降 
⑧ブルームの都市計画：合理化・効率化について 
⑨都市に生きる「迷惑な」動物たち 
⑩雨外套の男「マッキントッシュ」の謎
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How many! All these here once walked round Dublin.  (U . )



[ ]

,  , 15 see also J. W. 
Jackson and Peter Costello, John Stanislaus Joyce: The Voluminous Life and 
Genius of James Joyce s Father, pp. - ; 

, pp. -  

idm: swear like a sailor : 

?
U-Y .  

 U-Y 
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U-Y . -  

  
  

U-Y .  

J 魔
  

! U-Y .
Geoffrey Hughes, An Encyclopedia of Swearing: The Social History of 
Oath, Profanity, Foul language, and Ethnic Slur in the English Speaking 
World. (Routledge, 2006) 

アラン・カバントゥ『冒涜の歴史』平尾隆文訳, 白水社, 2001年
J. W. Jackson and Peter Costello, John Stanislaus Joyce: The Voluminous 

Life and Genius of James Joyce’s Father (Fourth Estate, 1998)



第５挿話とのつながり

 第５挿話と第6挿話の繋がり



第５挿話とのつながり
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Freeman s Journal

端

...... 
Inked charcters fast fading on the frayed 

breaking paper
U-Y 

.

(Gifford p. 107)

recent and damp as a snail's bed U-
Y .  

U-Y .  

U-Y .

 6



Freeman s Journal

「ブルーム氏の目が新聞に縁を下っ
て、死亡欄を見ていく。カラン、コウ
ルマン、ディグナム、フォーセット、
ラウリー、ノーマン、ピーク、ピッ
クってどこの？...... 印刷文字（Inked 
charcters fast fading on the frayed 
breaking paper）は擦れてしわしわに
なったところがすぐ見づらくくな
る。」（U-Y 6.162）

(Gifford p. 107)

 6





Table: able. 
 Bed: ed.  

The King's own.



J

“ An Exciting Liffey Rescue” The Irish Independent, Aug 28, 1911, p.6

1911年に実際に起こった出来事。助けた
船頭の名前は”Moses Golden” ( Ellmann
ではGoldinとする記事を掲載, p.38)で、
それまでにリフィー川で21人もの溺れて
いる人を助けてきた実績があるが、『ユ
リシーズ』のなかでは、その事実が変更
／省略されている。ブルームは反ユダヤ
的な笑い話をしようとしているのではな
く、「ユダヤ人」の善行を紹介しようと
している？



13:00-13:30　準備：Zoomの練習・操作案内 

13:30-13:40　挨拶    

13:40-14:40　第1部：主催者トーク 

14:40-15:00　休憩　　　　　 

15:00-16:00　第2部：第6挿話の「言葉の地図」作成／ディスカッション 

16:00-16:10　休憩 

16:10-17:10　第3部：第6挿話の「テーマパネル」作成 

17:10-17:30　挨拶・次回について 

17:30 ~ 　　  オンライン懇親会

第６挿話 Hades



7 7 8 23
twitter @YMINAMITANI Stephens Workshop

 

workshop.stephens@gmail.com
 


